
蘭

学

創

始

以

前

長

崎

に
放

け

る
萌

芽
期

の
近

世

地

理
学

文
化
元
年
(
1'
八
〇
四
)露
西
並
の
修
好
使
節
と
し
て

派
遣
せ
ら
れ
た
レ
ザ
ノ
フ
を
輩
じ
'
我
が
漂
流
民
を
迭

(
1)

還
し
て
長
崎
に
凍
航
し
た

ク
ル
ク
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
世

界
用
航
記
を
讃
U
と
'

一
七
二
九
年
刊
行
の
巴
旦
ア
カ

ブ
ミ
イ
の
紀
要
を
引
用
し
て
､
一
六
一
二
年
十
一
月
入
日

即
ち
慶
長
十
七
年
十
月
十

六日
の
月
蝕
が
換
門
及
び
長

崎
の
両
地
で
観
測
せ
ら
れ
､
そ
の
初
膳
の
時
差
が
恰
も

1
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
ょ
～,h､
両
地
経
度
の
差
が
十

五
度
に
普
る
乙
と
が
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
運
べ
'

之
が
長
崎
に
於
で
の
産
皮
測
定
の
最
初
の
出
凍
蔀
で
あ

ら
う
と
し
で
ゐ
る
｡
乙
の
観
測
並
び
に
を
の
意
義
に
閑

伽
鮮
創
輪
以
前
長
崎
に
於
け
る
鵬
井
期

の
近
北
仙
北
塔

岩

根

保

重

(りこ

し
で
は
テ
レ
キ
の
日
本
地
岡
沿
革
史
の
中
に
も
解
介
せ

ら
れ
て
ゐ
る
が
､
そ
れ
等
ほ
よ
る
と
換
門
で
の
観
測
者

は
後
に
｢
職
方
外
紀
｣
を
著
し
て
ゐ
る
文
儒
略
即
ち
ジ
ュ

-
ア
ス
･
ア
レ
ニ
等
で
あ
わ
'
長
幅
で
の
観
測
者
は
ク

ラ
ヅ
セ
の
日
本
函
数
史
に
殉
数
的
食
後
を
俺

へ
ら
れ
て

ゐ
る
シ
ャ
ア
ル
･
ス
ビ
ノ
ラ
で
､
後
者
は
後
脚
の
時
刻
の

報
告
が
覆

い
の
で
完
各
夜
も
の
と
は
云
へ
を

い
が
､
恐

ら
-
之
が
我
鯛
に
於
で
行
は
れ
た
最
初
の
天
測
に
基

5'

て
行
は
れ
カ
経
度
の
測
定
で
あ
っ
光
ら
し
5'｡
尤
も
乙

の
観
測
は
外
人
の
手
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
光
も
の
で
あ
っ

カ
か
ら
､
後
年
文
政
の
頃
に
至
っ
て
育
地
林
宗
に
よ
タ
､

乙
の
ク
ル
ク
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
紀
行
記
の

一
部
が
｢奉

三
三

三
三



地

球

鰐

二
十
田
雀

使
日
本
紀
行
｣
と
し
て
禰
鐸
せ
ら
れ
た
迄
は
､
そ
の
結
果

も
常
時
の
H
本
人
の
地
理
知
識
に
は
何
等
加

へ
る
所
は

在
か
つ
カ
か
79
知
れ
粕
｡
し
か
し
兎
に
角
､
慶
長
元
利

の
頃
に
天
文
地
即
に
鏑
す
る
知
識
素
養
を
有
し
た
外
囲

宣
教
師
や
般
海
老
が
長
橋
に
在
留
し
て
ゐ
た
こ
と
は
乙

の
土
地
の
日
本
人
の
知
識
碁
に
盆
然
触
影
響
で
あ
っ
た

(5=)

と
は
考

へ
ら
れ
老

い
｡
か
の
葡
荷
牙
人

ユ
マ
ヌ
エ
ル
･

ゴ
ン
ザ

ロ
に
就

い
て
航
海
に
必
要
な
る
天
測
や
そ
の
他

数
紺
地
排
に
観
し
た
知
識
を
習
得
L
p
今
日

｢
元
利
航

海
記
｣

と
栴
せ
ら
れ
て
ゐ
る

1
番
を
遺
し
て
ゐ
る
池
肘

好
運
の

如
き
が
乙
の
地
に
在
っ
た
乙
と
は
rJ
の
想
像
の

革
質
な
る
乙
と
互
選
脊
す
る
も
の
と
云
へ
や
う
.

駄
①

K
rusenstern
,A
da
m

Jo
h
ann
Yon
;･R
e
is
e
u
m

d
ie

W

ett
in
den
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1
8
0
3
7
1
8
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4
,)
8
0
5
u
n
d
i
8
0
6
a
u
f

B

e
f
e
h
t
S
e
in
e
r
K
a
js
e
T
l.

M
a
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t
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e
x
a
n
d
e
r
d
e
s

E
r
s
t
e
n
a
u
f
d
e
n

S
c
h
if
f
e
n

N
a
d
叩S
h
d
a
ur1_a
N
e
w
a

u

n
ter
d
em
C
om

m
a
n
ds
de
s
C
ap
ita
n
s
Y
on
dell

K
a
is
e
r
t.
缶
a
1･in
e

A

.∫
.
v
o
n

R
ru
s
e
n
s
t
e
rn
.
3
B
d
e
.

S
t
.
P
e
t
e
i･S
b
ur
g

1
81
0
-
)
2
.

本
憩

は
路
譜
版
と
同
時

に
川
版
さ
れ
て
ゐ
る
｡
羽
仁
五
郎
帯

｢

節

11
班

志

三
四

ク
ル
ウ
ゼ
ン

g

シ
テ
ア
ル
ン
日
本
紀
行
｣
と
し
て
朔
開
講
背
中

に
収
錬
'
同
署

上
怨
二
四
六
許
以
下
参
隅
o

①

T
e
te
k
i,
P
.G
.1
A
tta
s

z
u
r

G
e
s
c
h
ic
h
t
e
d
e
r

K
a
r
to･

g
r
ap
h
ie

d
e
r

3.ap
an

is
c
h
e
n

Ins
e
ln
･
1
9
0
9
･

K
a
p
i
tel

X
I
t
I
.

D
ie
K
a
r
t
og
r
a
p
h
ie
S
tid
j
a
p
a
n
s
ir
n
XV
Z
I
J
a
hr
h
u
n
･

d
e
r
t.
u
n
d

ih
r
e
Q
u
e
lle
n
.
静
順
o

①

川
路
元
次
郎

氏
｢粍
史
的

研
究
｣
'
梅

表
装
怒
飾
三
穆
新
村
博
士

竹
越
等
参
照
｡

こ

昏
時
渡
魂
の
宜
教
師
に
布
教
の
手
段
と
し

て天
文
そ

の
他
の
学
術
は
銅
す
る
造
詣
が
要
求
せ
ら
れ

てゐ
た
rJ

(I)

と
は
､
我
岡
は
初
め
て
渡
凍
し
わ
耶
蘇
骨
の
宣
教
師
ザ

ビ
エ
ル
の
沓
筒
に
ょ
つ
て
も
明
か
で
あ
与
､
慶
長
三
年

以
釆
有

馬
や
天
草
に
あ
っ
た
天
主
教
撃
林
の
主
在
る
も

の
は
長
崎
は
移
さ
れ
た
と
云
ふ
か
ら
､
天
主
教
の
教
義

や
他
の
撃
塾
と
共
に
彼
等
の
天
文
地
排
散
79
乙
の
撃
林

を
中
心
と
し
て
邦
人
の
間
に
樽

へ
ら
れ
て
ゐ
カ
rJ
と
は

殆
ん
ど
疑
以
の
覆

い
所
で
あ
る
｡
｢南
轡
運
衆
論
｣
の
評

('])

著
者
韓
野
忠
庵
即
ち
ク

リ
ス

ト
フ
ァ
ン
･
フ

ェ
レ
イ

ラ
が

宣
教
師
と
し
て
渡
凍
し

た
の

は
慶

長
十
六
年
頃
の

乙

と

j
T
ド
=-
t



で
被
が
我
園
に
在
任
四
十
年
に
も
及
べ
る
間
に
.
敏
の

天
文
仙
川
に
観
す
る
知
識
が
ど
の
程
度
に
長
崎
の
草
間
(1･.)

界
に
影
響
す
る
所
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
正

保
三
年
南
野
流
天
文
撃
を
修
め
光
る
故
を
以
て
輔

へ
ら

れ
獄
死
L
AJ
長
橋
の
談
天
森
林
青
石
肺
門
の
如
き
捧
野

忠
庵
は
つ
い
で
之
を
聴
い
た

一
人
で
あ
る
ら
し
い
｡

｢
南
塑
運
気
論
｣
の
所
説
を
向
井
玄
栓
が
明
麿
年
中
長

崎
に
於
で
支
那
流
儀
説
を
混
接
と
し
て
挿
駁
批
評
を
加

へ
た
も
の
が
｢
乾
坤
揮
散
｣
四
巷
で
､
玄
枚
の
議
論
は
多

-
取
る
ほ
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
､
支
那
で
も
督
時
既

に
渡
裸
の
宣
数
師
に
ょ
-
両
群
漁
の
天
文
地
排
散
が
体

へ
ら
れ
で
き
て
ゐ
LJ
の
で
あ
る
か
ら
､
之
等
間
数
に
基

け
る
班
謬
天
文
他
州
事
も
長
崎
に
は
入
っ
て
qJで
ゐ
た

筈
で
.
鑑
永
禁
音
以
後
と
経
も
之
等
新
撃
凪
の
興
起
を

根
絶
す
る
乙
と
は
不
叶
能
で
あ
っ
た
に
違
払
な

い
C｢
乾

坤
耕
訟
｣
に
於
け
る
玄
松
の
序
に
､｢
世
人
天
文
地
排
之

龍
蟹
撃
を
至
れ
-
と
;
･3
ふ
rJ
と
久
し
｣
と
あ
る
に
見
て

も
rJ
の
乙
と
は
明
か
で
あ
る
｡
か
-
て
rJ
の
地
の
撃
聞

邪
に
は
｢
先
民
倖
｣
に
見
ゆ
る
林
音
着
衛
門
以
下
､
小
林

樹
撰
創
始
以
前
長
崎
に
於
け
る
桃
井
判
の
虹
世
地

刑
蜘

課
月
'
鹿
革
僚
'
底
革
紬
等
儒
者
傑
人
に
し

て南
野
撃

派
の
系
統
を
引
-
西
洋
流
の
天
文
撃
を
修
め

之を
講
ず

る
も
の
が
和
つ
い
で
出
て
き
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
小
林

謙
q
'に
は
｢
二
儀
略
散

1
名

一
輪
論
｣
の
著
が
あ
ゎ
'
本

音
は
上
梓
に
至
っ
て
ゐ
覆

い
が
'
尊
中
の

｢
世
淋
菌
問

地
球
間
｣

は
後
に
賓
永
五
年
､
門
人
稲
垣
光
朗
に
よ
っ

て
大
阪
で

刊
行
さ
れ
て
む
ら
'
之
は
利
鞘
牽
世
界
園
の

傍
固
た
る
極
投
影
固
二
つ
を
其
ま
J
捕
寄
し
た
も
の
で

あ
る
｡

之
等
直
接
に
は
宣
教
師
等
に
ょ
み
､
間
接
に
は
浅
帯

藩
に
よ
っ
て
伴

へ
ら
れ
た
る
常
時
の
西
洋
天
文
地
坪
説

(4
)

は
聾
に
も
述
べ
た
乙
と
の
あ
る
や
う
に
.
歓
羅
巴
中
世

に
於
け
る
羅
馬
法
皇
允
許
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
宇
宙
論

を
根
幹
と
し
た
天
動
地
園
の
説
で
､
地
動
説
の
如
き
は

荷
は
肯
定
ruる
迄
に
は
至
っ
て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
｡
し

か
し
之
等
も
督
時
の
邦
人
に
と
つ
て
は
極
め
て
新
奇
を

も
の
で
あ
っ
た
ほ
追
払
夜
-
'
長
崎
の
撃
問
界
は
最
も

早

さ
時
代
に
於
で
之
等
の
尊
説
に
接
し
て
ゐ
允
葦
で
､

享

保
五
年
刊
行
西
川
如
兄
の
｢

長
嶋
夜
話
軍
L
中
の
長
臓

三
混

三
五



土
産

パ
7{

I

-
J

地

球

節

二
十
円
怨

コ
ン

物
の
僕
は
｢

天
文
道
具
色

々
｡
日
八

･駕八
｡
囲

ハ7{

L
･i与
′つ

規

｡

日

登

｡

揮
天
儀

｡英
の
間

･
地
球
間
｣
夜
ど
と
あ

る
に
見
て
も
.
蘭
撃

創
始
以
前
こ
の
他
に
早
-
閣
伴
流

の
天
文
乃
至
数
班
地
5
'に
摘
す
る
知
識
が
成
長
し
て
ゐ

ね
FJ
と
が
推
壊
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

訊

O

Co
le
rid
g
e
一
H
IJ

.-
Li
fe
and
Le
tters
of
St･
F
r
a
n
c
is

X
a
vi
e
r
.
)
8
90

及

び
増
井
戊八
郎
喝
.艶
､で
bん
せ
す
こ

｡
ぎ

べ
リ
よ
怨
摘
記

｣(
桝
的
甘
凹
坤
)
二
五

一
群
六
二
六
㍍
容
鰯
｡

㊤

押
野
小心俺
は
改
拭
純
化
の
後
､
鵜
拭
吟
味
の
日
付
と
な
り
'
長

仰
木

:<
粍
町
に
任
し
た
｡

①

火

槻

卯

;
･j

博

幸

.
新

撰

押

掛
中
盤
｣

に
よ
る
｡

e
l
剃
桐
｢
我
閥
に
於

て
の
懲
明
期
の
教

則
地

即

興
｣
(地
球
二
二
ノ

六
)

三

敏
郎
地
排
撃
閥
係
の
知
識
に
於
け
る
と
同
様
､
異
邦

に
鞠
す
る
地
理
知
識
の
基
積
も
亦
督
然
乙
の
地
に
於
で

特

に
顕
著
在
る
も
の
が
あ
っ
た
｡

永
碓
十
年
天
主
数
の
布
教
が
長
崎
に
開
始
せ
ら
る
る

ほ
及
ん
で
元
鵜
元
年
に
は
初
め
て
葡
萄
牙
船
の
入
港
が

あ
ゎ
､
爾
凍
曹
-
rJ
の
土
地
は
耶
蘇
骨
箱
数
並
に
口
葡

妨

一

紙

宍

三

六

貿
易
の
粗
接
地
と
し
て
'
天
j
八
年
の
頃
に
は

一
時
そ

の
地
上
槽
は
散
骨
の
手
中
に
据
し
て
ゐ
ね
滞
で
あ
る
か

ら
.
宣
教
師
や
商
人
等
の
渡
来
在
任
す
る
者
が
少
-
衣

か
っ
た
｡
如
月
が
正
徳
二
年
著
の
｢

天
文
義
論
｣

の
中
は

於
で

｢
戎
塑
紅
毛
の
類
は
武
家
商
家
の
差
別
を

-
寄
寓

閲
に
通
路
す
る
を
以
て
功
業
と
す
p
此
故
に
行
舟
の
術

HLJ鍛
錬
し
商
舶
HLJ基

へ
園
海
を
祉
来
し
羅
雑
の
法
を
窮

め
で
他
罪
の
大
草
不
到
と
云
所
在
し
是
故
は
能
-
薗
問

の
地
5
'を
知
ら
大
海
を
東
酉
に

一
周
し
て
大
地
固
形
に

し

て商
閉
園
属
せ
る
の
義
を
知
れ
み
｡
其
却
百
五
十
年

巳

衆の
義
に
し
て
巾
は
焼
-
基
凍
せ
し
事
額
-
し
者
也

別
世
界
陣
地
の
閲
を
果
し
大
地

一
周
の
皮
分
を
極
め
た

わ
'
其
閲
唐
土
円
本
に
も
俸
み
て
今
逼
-
民
間
に
有
で

云
々
｣
と
述
べ
て
ゐ
る
が
p
南
轡
人
渡
米
の
初
期
に
於

で
早
-
世
界
岡
や
地
銀
儀
の
瓶
が
我
問
に
新
木
せ
ら
れ

て
ゐ
た
こ
と
は
今
日
LJ,
停
は
る
彼
我
皆
時
の
記
錐
に
よ

っ
て
も
確
賓
で
､
か
-
て
商
業
上
並
に
宗
教
上
彼
等
と

の
接
触
交
渉
の
最
も
多
か
っ
た
長
崎
の
知
識
界
に
西
欧

人
既
知
の
地
理
知
識
が
比
較
的
急
激
に
流
入
し
て
き
て



ゐ
ね
で
あ
ら
う
FJ
と
は
疑
以
な

い
所
で
あ
る
｡

か
J
る
受
動
的
世
堺
知
識
の
膝
大
が
あ
っ
た
他
方
は

放
て
慶

長
元
卸
時
代
乙
の
地
は
所
謂
朱
印
船
貿
易
の
中

心
地
で
あ
っ
た
か
ら
'
邦
人
航
海
者
や
貿
易
家
の
賓
際

の
見
聞
に
基

い
で
も
南
洋
方
面
の
血

珊
知
識
は
飴
轟
確

寛
に
な
っ
て
き
て
居
み
'
乙
の
FJ
と
は
昔
時
彼
等
の
使

用
し
て
ゐ
ね
海
関
や
前
述
の
｢
元
和
航
海
記
｣
或
は
天
竺

璃
其
綿
の
｢
渡
天
物
語
｣
な
ど
の
記
述
に
見
て

も
明
瞭
で

あ
る
｡
し
か
し
撃
糊
と
し
て
の
地
排
撃
が
末
だ
捷
誕
し

て
ゐ
ね
評
で
は
な

い
か
ら
'
常
時
敏
等
の
地
理
知
識
を

基
成
せ
る
他
州
番
た
る
成
昔
が
Ⅲ
で
ゐ
な

い
の
は
脅
然

と
し
て
､
こ
㌧
ほ
朱
印
船
貿
易
盛
時
の
海
外
知
識
は
基

dlJ記
載
せ
ら
れ
た
と
考

へ
ら
れ
る
7P
の
で
'
主
と
し

て

彼
等
の
柄
動
範
囲
LJ
ら
し
南
海
講
港

へ
の
長
崎
よ
少
の

距
離
並
び
に
そ
れ
等
渚
港
と
の
間
は
於
け
る
主
婁
貿
易

‖仰
目
を
胡
げ

一
種
の
地
州
背
的
記
述
)<LJを
せ
る
文
背
の

存
在
し
､
之
が
長
崎
に
於
で
製
作
せ
ら
れ
た
ら
し

い
と

云
ふ
rJ
と
は
rJ
の
地
に
於
け
る
地
理
撃
凝
連
の
跡
を
辿

る
土
は
於
て
典
味
少
し
と
し
な

い
.

側
軸
創
始
以

前
長

崎に
於

け
る

舶
#
糊

の

氾
北
他
州
蜘

四

rJ
の
稽
文
事
で
今
日
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は

.i
､

内
相
銀
減
博
士
が
史
林
第
二
馨
第
二
淡
に
於
で
述
べ
ら

れ
て
ゐ
る

｢
異
聞
渡
海
贈
賄
ノ
積
り
､
一
名
祥
記
｣
二
､

機
登
囲
鳳
至
郡
絶
持
寺
別
院
朗
減
ほ
か
J
る
甫
膝
部
世

罪
同
幅

に

所
載

の

｢
日
本
長
崎
典
圃
波
梅
之
港
船
路

精
｣
三
､
申
出
久
四
郎
博
士
が
そ
の
著
｢

史
撃
及
東
洋

史
の
研
究
｣
中
に
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
長
晒
古
賀
常
囲

聞
所
載
の
｢

日
本
長
崎

ヨ
リ
共
闘
江
渡
海
之
湊
ロ
マ
デ

船
路
積
｣
四
､
水
月
彰
考
舘
所
減
に
か
ゝ
る
日
本
典
開

通
賓
等
所
載
の

｢
日
本
従
長
崎
異
聞
江
渡
海
之
港
口
迄

船
路
積
L
五
､
藤
田
元
春
先
生
が

｢
歴
史
と
地
即
し
第

三
十

一
巻
第

一
紙
に
於
で
焔
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る
石
橋
五

郎
博
士
所
減
世
静
間
所
載
の

｢
日
本
長
崎

ヨ
-
輿
囲
江

渡
渥
之
湊
口
迄
船
路
精
｣

六
､
近
藤
正
新
著
並
娠
港
紀

略
索
引
邦
の

｢
日
本
長
崎

ヨ
-
異
岡

へ
渡
海
之
演
目
マ

テ
船
路
鵜
｣

七
､
枚
野
宿
之
助
氏
が
大
阪
朝
日
新
聞
配

編

｢
開
閉
文

化
｣
所
願
軒
氏
諭
文
中
に
て
瑠
介
せ
ら
れ

て
ゐ
る
鷹
見
泉
石
模
審
世
界
閲
幅
所
城
の
綱
車
な
ど
多

芸

三
七



地

球

飾
二
十
四
容

赦
に
上
る
｡
之
等
の
中
で
二
と
四
及
び
玉
に
は
軍
記
な

き
も
.
三
と
七
に
は

｢
此
絶
間
寛
永
十
四
年
丁
丑
八
月

於
長
崎
港
之
｣
､

1
と
六
に
は

｢
蒐
永
十
四
年
八
月
朔

('l)

日
｣
の
奥
歯
が
あ
る
由
で
､
岩
壁
成

1
数
按
は
三
の
中

村
久

四
郎
博
士
所
減
の
79
の
を
除
け
る
他
の
諸
本
に
つ

き
P
そ
れ
等
詞
藩
の
内
容
を
比
較
研
究
せ
ら
れ
'
之
等

文
藩
が
大
髄
同

一
系
統
の
も
の
で
､
そ
の
箪
寓
年
代
は

別
と
す
る
も
之
等
詞
藩
の
原
本
が
作
製
せ
ら
れ
た
の
は

寛
永
三
年
肘
班
牙
の
壷
轡
占
領
の
年
以
後
寛
永
十
四
年

迄
の
約
十
年
間
で
あ
ら
う
と
考
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
し

か
し
て
乙
の
詞
藩
原
本
の
作
製
地
が
長
崎
で
あ
る
乙
と

は
里
程
の
起
鮎
が
長
崎
に
在
っ
て
ゐ
る
乙
と
の
ほ
か
.

三
と
七
に
は
長
崎
に
て
之
を
沓
寄
せ
る
旨
の
奥
番
が
あ

-
､
二
は
長
臓
浩
義
幸
よ
-
総
持
寺
別
院
に
寄
進
せ
ら

れ
た
る
由
の
寺
樽
の
存
す
る
fJ
と
在
ど
は
ま
み
て
殆
ん

ど
疑
ひ
な
い
｡

之
等
ほ
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
地
域
は
南
京
両
州
捧
州

天
川
以
下
大
部
分
南
洋
方
面
の
諮
港
で
､
之
に

｢
い
ん

げ
れ
す
｣
及
び
｢
Aoら
ん

だ
｣の
二
閲
を
加
へ
72
る
二
十

飾

1
批

天

三
八

叉
は
二
十

一
箇
所
ば
か
-

に
過
ぎ
な
い
が
､
兎
に
角
簡

(=?)

箪
な
が

ら

商

業
地
誌
と
も
見
得
ら
る
J
記
述
を
な
し
た

文

事
が
既
は
寛
永
年
代
に
長
崎
は
放
て
作
製
せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
0

誹
①
牧
野
信
之

助
氏

｢
世
外
聞
北
に
街
娼
人
波
雑
相
即
風
に
就

い
て
L

①

･:耐
蝕
成

ti
托
｢
市
棉
悼
+
房

施
せ
外
相
咋
代
考
｣
(
雁
史
地
和
犬

]
ノ
ー
)

㊥

石
綿
博
士
併
耕
問
併
収
の
嗣
啓
条
文
は
､
藤
川
兜
飴
が

｢
願
出

と
地
沌
三
1
ノ
一
｣
及
び
｢
人
情
地
靴

1
J
均
し
に
於
て
紹
介
せ

ら
れ
て
ゐ
る
D
中
村
久
四
郎
博
士
所
蔵
問
併
載
の
も
の
も
之
と

大
同
小
鞘
で
あ
る
が
'
そ
の
二
三
を
摘
記
し
て
こ
の
珊
文
萌

の

大
要
を
窺
ふ
こ
と
ゝ
す
る
｡

日
本
長
崎

ヨ
リ
湘

絢
江
波
脂
之
湊
ロ
マ
デ

船
路
桁

仙
三
於
六
町

一
地

大
明
陶
之
内

..
==
:=iZ･;:…
･:?
I.i.
:･'[.:.:%
･.:[
叩

.T

･･.･･=
=･

彼
地
ヨ
-
ノ
船
年
々
日
本
江
夢
中
倣

い
此
所

ヨ
リ
白
糸
給

手
折
細
砂
練
南
京
段
子
弟
外
食
物

色
々
皿
茶
腕
抑
米
州
翰
之
知
犯
人
何

lL
チ
モ
乎
之
偽

物
･E
砂
糖
茶
托
之
加
背
鉢
拝
水
中
舵

1
日
本

ヨ
-
絞
地

へ
液
中
椀
物
細
部
跳
水
凪
E･=

1
稲
州

か
同
前

一
此
地
ヨ
リ
雑
物
南
京
同
前
毛
淡
水
鎚
持
雑
巾
倣



1
犬
川

布
同
前

tt
此
所
を
南
軍
入
梅
皆
之
た
め
に
船
か
ゝ
り
の
沌
を
か

り
住
宅
仕
大
明
之
物
を
日
本
..d
筑
氷
又
其
身
之
槻

へ

も
駅
渡
し
中
位
日
本
江
男
衆
供
物
印
千
日
糸
段
子
の

激
さ
や
ち

り
め
ん
給
子
締
珍
紅
糸
自
ま
が
ひ
糸
毛
跳

ひ
ろ
う
と
自
認
木
紺
鮫
水
鎚
と
う
た
ん
針
併
ノ
土
光

明
先
輩
柵
色
々
潜
香
川
節
水
は
-
ま
こ
-
ま
L
や
-

ま
皿
恭
腕
砂
抑
教
科
之
和
典
外
南
軍
牌
天
竺
吻
挿
水

中
倣
南
蟹
人
と
申
帝
は
幽
々
江
南
班
に
参
巾
倣
故
地

細
之
物
何
に
て
も
貿
水
中
倣

一
日
本
よ
-
彼
地
に
持
氷
り
供
物
銅
所
符
之
道
具
補
給

之
如
'
銅
之
道
具
鮮
夙
盛
ぬ
ひ
鞘
弛
之
小
袖

(
中
略
)

1
い
ん
げ
れ

す

閥

話
同
前

ll
胡
千
七
甘
盟

一
㌢
り
ん
だ
図

解
同
前

1
溺
千
九
甘
朗

.i
此
耐
桝
よ
り
参
巾
放
物
狐
々
及
雛
砂
は
あ
の
ら
せ
い

た

へ
る
さ
い
｡
ご
ろ
き
い
ほ
ろ
け
ん
L
や
O
あ
る
み

さ
い
｡
ゑ
け
れ
た
ま
す
こ
ら
に
や
何
れ
も
毛
お
り
の

勅
ひ
い
と
ろ
の
朔
粥
胡
脚

五

上
に
述
べ
た
嗣
昔
七
例
の
中
､
二
p
三
､
五
､
七
は
地

同
耐
蝕
白
に
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
､
之
等

閥
戟
創
幼
以
前
長
崎
に
於
け
る
鵬
井
期
の
近
倣
地
靴
壌

地
図
の
原
本
も
や
は
み
長
橋
に
於
で
之
等
詞
藩
と
晴
々

同
年
代
に
作
製
せ
ら
れ
た
も
の
と
考

へ
で
誤
-
覆
い
で

あ
ら
う
｡
即
ち
長
橋
で
は
西
洋
舶
載
の
地
図
や
航
海
固

或
は
支
那
謬
せ
ら
れ
た
る
世
堺
国
な
ど
に
日
の
梱
る
J

機
骨
も
他
の
⊥
山地
に
此
し
て
多
か
ら
し
こ
と
は
疑
以
孜

-
､
従
っ
て
地
同
に
関
す
る
知
識
の
如

き
も
相
常
夜
る

進
歩
を
遮
げ
で
ゐ
ね
で
あ
ら
う
｡
か
-
て
解
団
後
十
年

を
出
で
ざ
る
正
保
年
間
に
至
る
と
rJ
の
地
で
我
囲
最
初

の
刊
本
世
界
固
光
る
｢高
岡
組
閣
｣
が
開
校
せ
ら
れ
て
教

わ
t
rJ
の
団
は
利
氏
の
｢坤
輿
寓
問
金
閣
｣
に
大
鯉

一
致

し
て
ゐ
る
の
で
之
を
典
接
と
し
た
も
の
･J
や
う
に
79
恩

(1)

は
れ
る
が
'
記
載
の
地
名
が
利
喝
質
の
漢
鐸
地
名
と
は

全
然
選
っ
て
酉
揮
流
の
葡
方
に
在
っ
て
ゐ
る
朗
が
少
-

覆

い
乙
と
在
ど
か
ら
す
る
と
､
両
群
直
輸
入
の
新
ら
し

さ
世
界
知
識
が
之
は
加
っ
て
ゐ
る
と
絡
め
て
よ
-
'
長

崎
に
於
で
rJ
を
皆
時
か
-
の
如
き
比
較
的
進
歩
し
た
る

地
同
の
作
製
が

覆
さ
れ
穆
ね
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
.
本
圃
に
遅
る
J
rJ
と
六
十
年
の
貿
永
五
年
に
江
月

ほ
て
悶
粧
せ
ら
れ
た
る
石
川
流
宜
の
｢寓
図
線
界
固
｣
が

克

三
九



地

球

節

二
十
四
啓

そ
の
地
形
及
び
地
名
の
訓
竃
に
於

てrJ
の
iE
保
長
崎
板

の
｢菌
囲
強
固
L

に
此
し
著
し
き
遵
色
が
あ
る
の
も

一
つ

に
は
江
戸
及
び

長
岡
両
地
に
於
け
る
地
排
上
知
識
の
相

違
か
二
印
す
も
の
と
云
ふ
て
よ
5,
で
あ
ら
う
｡
ま
た
貿
永

三
年
大
阪
で
刊
行
せ
ら
れ
た
馬
場
侶
武
の

｢
初
撃
天
文

指
南
｣
在
る
事
が
あ
る
が
､
こ
の
藩
で
も
そ
の
本
文
並

び
に
挿
入
の
｢
山
海
輿
地
金
固

｣に
放
て
欺
雁
巴
在
る
文

字
に
オ
ラ
ン
ダ
と
訓
し
て
あ

る
な
ど
､
同
時
代
は
出
た

西
川
如
鬼
の
｢
華
夷
通
商
考
｣
の
如
き
に
比
べ
て
そ
の
地

排
上
知
識
の
著
し
き
不
足
を
示
し
て
ゐ
る
の
も
同
じ
や

う
在
郷
由
に
於

で首
肯
し
程
ら
れ
る
朗
で
あ
る
｡

乙
の
正
保
長
崎
薮
常
図
線
園
に
は
屡
々
之
は
附
随
し

て
｢
四
十
問
人
物
固
｣
在
る
木
版
筆
彩
の
人
物
風
俗
周
が

北
ハ存
す
る
が
､
寛
文
十

一
年
に
も
同
系
統
の
人
物
周
が

地
図
と
北
ハほ

一
枚
刷
は
横
行
せ
ら
れ
て
居
占
､
之
等
は

亨
保
五
年
刊
如
兄

の
｢
四
十
二
閉
人
物
固
説
｣
の
源
流
と

見
得
ら
る
!
も
の
で
､
我
閥
に
於
け
る
創
始
期
地
理
撃

の
記
念
的
布
衣
と
里

方
ふ
べ
き
之
等
世
界
園
並
に
人
物

間
が
長
崎
に
於
て
早
-
も
版
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
あ

節

一
班

望

凹C

在
が
ち
理
由
の
を
い
こ
と
で
は
な

い
｡

計
①

例

(
ば
刺
状
脚
で
は
欝
紫
岬
が
大
粒

山
と
な
っ
て
ゐ
る
の
に
.i
;

体
側
で
は
カ
ポ
ポ
ハ
エ
ス
ぺ
ラ
ン
シ
ャ
と
し
て
あ
る
如
き
そ
の

.L
例
で
あ
る
O

犬

上
越
し
た
｢
異
聞
渡
海
船
路
積
｣
の
如

き
文
事
の
作
製

せ
ら
れ
た
寛
永
年
代
よ
-
三
十
飴
年
を
鮭
た
る
寛
文
十

年
ほ
か
の
樺
野
忠
庵
並
び
に
向
井
玄
舷
の
｢
乾
坤
酔
龍
｣

成
稿
に
際
し
之
は
観
係
を
有
し
た
と
云
は
る
る
長
橋
の

通
事
西
富
兵
衛
の
撰
し
た
る
｢渚
問
土
産
沓
｣
在
る

一
番

が
今
日
に
遭
っ
て
ゐ
る
｡
本
音
は
未
見
の
た
め
そ
の
内

容
を
詳
榊
に
知
る
こ
と
が
田
楽
覆

い
が
､
佐
相
八
郎
氏

の
問
脊
解
題
散
歩
看
す
る
は
西
洋
諮
問
の
物
産
の
晶
類

及
び
産
地
等
を
記
せ
る
も
の
も
あ
っ
て
､
し
か
～,L
と
せ

ば
｢
共
闘
渡
海
舶
肪
積
｣

も
物
産
貿
易
晶
日
を
主
と
し
て

記
載
し
て
あ
ゎ
､
之
等

ほ
次
い
で
元
稚
八
年
に
出
た
る

我
囲
最
初
の
刊
本
世
界
地
誌
と
も
云
は
る
べ
き
如
兄
の

｢
華
夷
通
商
考
｣
も
亦
物
産
並
に
通
商
鞠
係
の
記
事
が
中

心
と
在
っ
て
ゐ
る
rJ
と
夜
ど
を
以
て
す
る
は
､
長
崎
に

放
け
る
西
洋
地
排
撃
の
種
子
は
か
-
の
如
き
商
業
地
誌



的
賓
州
知
織
を
視
床
と
し
て
芽
生
え
て
ゐ
ね
も
の
と
云

ふ
て
よ
い
｡

我
圃
洋
撃
の
槽
輿
と
云
は
る
J
新
井
白
石
以
前
に
於

て
夙
に
新
撃
の
先
駆
を
な
し
､
特
に
天
文
並
に
地
排
撃

の
領
域
に
創
閥
の
功
少
か
ら
ざ
る
両
川
如
鬼
が
長
崎
の

地
に
出
力
の
も
を
の
特
殊
を
る
環
境
か
ら
見
て
決
し
て

偶
然
で
は
な

い
.
如
鬼
は
名
を
忠
英
と
云
ひ
､
泡
箱
は

次
郎
宥
和
門
'
求
林
藤
と
挑
し
慶
安
三
年
長
崎
に
産
れ

た
｡
幼
ほ
し
で
父
を
喪
ふ
た
が
二
十
歳
に
し
て
撃
に
志

し
､
偶
々
長
崎
に
凍
遷
し
お
茶
都
の
儒
者
南
部
州
詩
の

門
に
入
-
撃
ぶ
所
が
あ
わ
'
生
凍
天
文
暦
数
の
撃
を
好

み
虞
藩
暦
象
俗
解
､
教
義
膳
談
'
天
文
義
論
､
天
文
精

要
､
天
文
和
歌
狂
.
気
運
論
七
両
儀
典
訟
'
刺
洗
運
気

指
南
編
p
天
文
五
行
僻
.
七
曜
着
旋
群
論
､
運
世
年
卦

考
'
怪
異
押
断
等
天
文
暦
学
'
教
訓
自
然
地
坪
閥
係
の

寄
越
が
甚
だ
多
-
､
特
に
厭
撃
の
造
謂
ほ
よ
-
甘㍑
保
三

年
江
14
に
召
ruれ
て
賂
軍
吉
宗
の
諮
問
に
鷹
じ
て
ゐ
る

如
き
は
天
文
尊
家
と
し
て
の
被
の
名
邸
の
尋
常
を
ら
ざ

る
fJ
と
を
推
知
す
る
に
足
カ
る
も
の
で
あ
る
｡

甜
蝉
創
始
以
前
長
崎
に
於
け
る
舶
芽
期

の
妃
僻
地
経
験

如
児
の
説
は
先
民
俸
(麗
千
旦
撰
文
化
二
年
刊
)
に

｢

又
講
於
天
文
膳
数
由
古
里
蟹
背
腹
先
儒
諸
説
並
戎
轡
故

老
之
新
体
多
所
敏
明
｣
と
あ
る
や
う
に
支
那
流
の
嘗
天

文
説
は
昏
睡
の
西
洋
新
説
を
79
探
-
入
れ
た
も
の
で
'

彼
は
天
地
は
世
堺
南
開

一
天
地
な

る
故
は
日
月
五
盈
も

共
に

一
健
､
道
排
も
亦

一
群
に
し
て
両
者
重

光
凍
は
二

っ
に
は
非
ず
､
た
ヾ
常
子
は
之
に
ょ
つ
て
道
徳
性
命
の

桝
を
窮
め
ん
と
し
戎
轡
は
之
に
よ
っ
て
苗
圃
は
行
舟
し

以
て
利
を
収
め
A
と
す
る
も
の
で
天
撃
そ
の
も
の
に
は

華
夷
の
別
春
せ
ず
と
な
し
て
ゐ
る
｡
試
み
に
正
徳
四
年

序
の

｢
爾
儀
集
散
｣
を
見
る
ほ
巻

一
ほ
天
機
､
地
球
附

玉
砕
'
黄
赤
二
道
'
南
北
二
極
､
子
年
規
並
に
卯
酉
の

規
､
地
平
規
､
十
二
官
次
並
に
三
十
六
禽
'
九
天
次
第

高
下
､
天
行
左
旋
七
曜
石
麓
､
忠
二
に
H
月
髄
象
並
は

大
小
､
日
月
右
旋
行
監
並
に
盈
舗
過
渡
､
月
行
九
遺
並

は
交
朗
､
日
月
食
朔
望
弦
晦
､巷
三
に
豊
夜
長
類
､
四
季

八
季
並
に
裳
潜
の
不
同
p
暦
法
大
意
並
に
外
囲
の
暦
､

古
今
の
暦
押
並
に
暦
差
､
歳
差
､
巷
四
に
五
盈
伏
見
行

庇
､
列
宿
鹿
足
の
名
数
､
怨
瓦
に
敦
盛
鼻
､
客
嘉
､
五

四
1

凹

J.



地

球

節

二
十
四
番

炭
塵
異
並
に
雁
計
気
撃
'
日
月
の
軍
､
巷
六
に
風
雲
雨

露
霜
雪
並
に
霧
霞
､
雷
電
天
開
天
明
並
に
地
震
地
裂
地

燃
､
怨
七
は
潮
汐
昨
p
五
行
産
兜
群
､
風
束
三
部
散
､

行
舟
指
南
大
意
､
食
入
に
訪
日
図
式
等
を
細
説
し
て
あ

-
p
之
に
ょ
つ
て
も
天
文
撃
豪
乃
至
数
珊
自
然
地
坪
聾

者
と
し
て
の
彼
の
面
目
の
大
要
を
窺
ふ
こ
と
が
出
水
や

う

｡
し
か
し
て
を
の
撃
説
の
内
容
は
勿
論
督
時
の
携
帯

天
文
地
排
事
故
は
我
問
に
放
け
る
商
轡
系
天
文
母
家
の

所
説
以
上
に
出
た
も
の
で
は
在
か
つ
カ
が
､
向
井
玄
於

の

｢
乾
坤
粋
説
｣

に
於
け
る
所
論
の
如
き
は
比
較
す
れ

ば
著
し
-
進
歩
し

た
も
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
て
か
-

の
如
き
数
抑
自
炊
…地
排
撃
の
芳
宙
の
み
在
ら
ず
､
彼
の

名
に
よ
旦
刀
穐
八
年
京
都
の
事
聯
梅
村
滞
典
門
古
川
三

郎
兵
衛
が
上
梓
し
て
ゐ
る

｢
華
夷
通
商
考
｣
二
巷
二
相

が
あ
っ
て
海
外
に
囲
す
る
知
識
の
普
及
未
だ
充
分
怒
ら

ざ
み
し
そ
の
督
時
こ
の
事
が
世
人
を
啓
教
し
た
･C,し
所

は
蓋
し
僅
少
で
は
な
か
っ
た
J
J恩
ふ
｡
光
も
本
番
は
繋

永
五
年
刊
行
の
｢
槍
補
輩
夷
通
商
考
｣
の
自
記
作
例
は
よ

る
と
彼
自
ら
の
意
旨
に
よ
-～
･て
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
で

解

一
錐

E
1
1

凹

こ

は
芝

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
.る
が
之
翫
肝
醒
文
撃
士
の
指

適
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
革
質
は
彼
自
ら
の
著
作
す
る
新

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
要
す
る
に
初
版
刊
行
後
十
三

年
に
し

て｢
槍
補
華
菟
通
商
考
｣
正
客
五
仰
木
を
公
け
ほ

し
ヱ
別
者
の
親
身
を
正
し
敏
を
補
ふ
て
を
与
､
乾
は
享

保
五
年
に
は
｢
四
十
二
囲
人
物
閲
読
｣
を
著
し
で
ゐ
る
夜

ど
､
啓
蒙
期
邦
人
の
地
理
知
識
横
大
は
彼
が
貢
献
し

て

ゐ
る
朗
は
甚
だ
大
で
.
我
囲
最
初
の
西
洋
地
珊
尊
者

た

る
地
位
は
知
見
に
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
種
す
る
も
敢
て

過
言
で
は
あ
る
ま
い
｡

彼
に
は
こ
れ
等
の
ほ
か
､

｢
日

本
水
土
考
｣
｢
雨
域
人
数
考
｣
｢
長
崎
夜
話
草
｣
の
如
き

地
排
は
開
係
あ
る
著
述
も
あ
わ
､
少
-
と
も
草
創
期
我

閑
地
排
撃
界
の
第

l
入
着
と
云
ふ
べ
き
で
あ
っ
た
｡

靴
e
)
鮎
滞
信
太
郎
氏
｢文
備
略
の
織
方
外
紀
に
就
い
て
｣
(地
球
二
三

ノ
五
)

七

初
版
並
に
槍
補
華
夷
通
商
考
両
替
に
於
け
る
外
閣
外

夷
の
記
事
が
幕
府
の
和
蘭
人
通
商
観
係
の
調
藩
の
如
き

も
の
､
或
は
長
橋
は
於
で
の
和
蘭
人
や
支
那
人
に
つ
い



て
の
使
用
に
基
け
る
79
の
で
あ
る
rJ
と
は
ー
｢
樽
柿
華
夷

通
商
考
｣
怨
之
糊
は

｢
石
外
囲
外
薬
玉
十
五
値
鞘
於
長

崎
閉
俸

ル
鹿
ヲ
記
ス
ル
者
旭
L
t懲
之
韮
外
乗
物
附
錬
日

次
の
終
に

｢
右
ノ
諸
岡

u
中

略
)
唐
人
紅
毛
ノ
諸
説

二

依
テ
紀
之
着
地
｣
と
あ
る
こ
と
や
､
初
版
下
食
に

｢
石

和
蘭
人
強
付
テ
江
府

へ
指
上
グ
ク
ル
寓
也
､
其
外
数
年

従
妹
之
異
囲
人

1r
桐
尋
番
記
ス
者
也
｣
と
あ
る
な
ど
に

ょ
っ
て
明
か
で
あ
る
｡
晃
永
の
楽
藩
命
に
よ
カ
西
洋
地

坪
の
藩
は
勿
論
､
摸
鐸
西
洋
地
即
藩
も
す
べ
て
輸
入
を

禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ね
の
で
あ
る
か
ら
､
之
等
を
典
櫨
と
し

た
西
洋
地
排
番
が
公
刊
せ
ら
る
る
に
至
ら
ず
'
確
聞
を

基
と
し
た
｢
華
夷
通
商
考
｣
の
如
き
地
班
的
交
番
が
編
纂

せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
皆
然
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
｡
し

か
し
｢
華
夷
通
商
考
｣
と
錐
も
そ
の
巷
之
五
外
英
樹
附
妹

(1)

の
部
は
鮎
樺
氏
が
幣
に
注
意
せ
ら
れ
/し
ゐ
る
如
-
職
芳

外
配
の
制
帯
と
説
む
べ

き
所
多
-
､
享
保
十
六
年
fJ
の

藩
桐
焚
以
前
班
に
長
崎

の
葦
問
罪
に
は
潜
行
的
に
新
地

排
撃
の
浸
潤
は
止
む
所
が
夜
か
つ
ね
79
の
ら
し
い
｡

｢
匪ー
音
解
題
｣
に
正
徳
元
年
第
本
の
奥
番
を
有
す
る

湖
壌
創
始
以
前
長
峰
に
於
け
る
桃
井
糊
の
妃
壮
地
租
喫

｢
異
聞
産
物
記
｣
在
る
藩
を
あ
げ
て

｢
上
巻
に
晴
間
十
式

省
の
建
置
方
角
道
程
時
運
人
物
戸
口
北
極
度
数
其
他
を

記
し
'
下
巻
を
外
夷
と
し
朝
鮮
琉
球
大
塩
東
京
公
既
等

の
土
地
風
俗
道
程
人
物
等
の
事
を
記
す
'
遷
し
て
産
物

記
と
5,
ふ
79
寧
ろ
産
物
以
外
の
革
を
記
し
光
み
'
巻
末

に
右
外
問
夷
五
十
五
囲
於
長
嶋
以
開
俸
鷹
記
之
者
也
と

あ
み
､
沓
中
の
記
事
に
は
貞
事
四
年
の
乙
と
む
敢
近
の

も
の
と
せ
か
｣
と
の
意
味
の
解
題
が
し
て
あ
る
が
､
本

番
は
を
の
題
名
か
ら
察
す
る
は
物
産
観
係
の
記
事
を
王

と
し
わ
る
校
本
が
あ
っ
て
､
之
か
ら
物
産
以
外
の
記
事

を
抄
出
し
わ
る
も
の
在
る
べ
-
t
L
か
-
と
せ
ば
そ
の

他
の
渚
鮎
で
は
殆
ん
ど
金
-
初
版
｢
華
夷
通
商
考
｣
も
し

-
は
｢
噂
補
華
夷
通
商
考
｣
巷
之
四
迄
の
内
容
と
相

一
致

し
て
ゐ
る
や
う
に
m
心
は
れ
る
｡
か
-
考
へ
る
と
こ
の
英

樹
産
物
記
在
る
寄
本
の
原
本
は
｢
華
寅
通
商
考
｣
か
､
し

か
ら
ず
ん
ば
'
｢
興
研
産
物
記
｣
が
｢
肇
夷
通
商
考
｣
の
脱

稿
か
も
知
れ
な
い
｡

兎
に
角
寛
永
の
｢
典
開
披
海
船
路
積
｣

の
如
き
文
番
に

次

い
で
寛
文
に
は
西
富
兵
衛
に
ょ
-
｢諸

岡
土
産
番
｣
が

望

EL7T
三



地

球

賂

二
十
四
番

出
て
居
ろ
.
先
後
は
不
明
で
あ
る
が
､
如
月
の
時
代
は

至
っ
て
こ
の
｢
異
聞
産
物
記
｣
や
｢
華
夷
通
商
考
｣
が
あ
る

な
ど
p
物
産
乃
東
通
軸
組
係
の
記
載
を
主
と
せ

る
地
誌

的
文
藤
が
朝
次
い
で
rJ
の
土
地
に
於
で
撰
述
せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
は
普
代
唯

一
の
海
外
貿
易
濯
た
わ
し
長
崎
の
環
(りこ

境
の
反
映
は
外
な
ら
ぬ
と
見
て
よ
い
｡
さ
れ
ば
既
は

元

穐
以
前
和
蘭
よ
-
天
地
園
の
舶
載
が
あ
-
p
元
文
年
間

に
は
南
轡
撃
派
の
天
文
革
む
虜
革
紬
は
準
正
で
ゐ
た
長

崎
の
儒
珪
北
島
見
信
に

一
七
〇
〇
年
都
蘭
出
版
の
ヨ
ア

ン
ネ
ス

へ
へ
-
ク
ス
編
天
地
二
間
の
榊
説
た
る

｢
郁
謬

天
地
二

面
資
説
｣
の
薯
が
あ
る
な
ど
安
永
天
明
の
蘭
撃

創
始
以
前
p
早
-
も
紅
毛
撃
沈
の
天
文
撃
地
排
撃
の
種

子
が
長
浦
の
地
に
蒔
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
'
を
の

節

..
舵

四
四

s
i
Si

後
寛
政
三
年
こ
の
地
は
本
木
仁
太
夫
の

｢
天
地
二
球
用

法
｣
'
寛
政
十
年
志
筑
忠
雄
の
｢
暦
象
新
車
｣
な
ど
の
獅

評
が
出
る
ほ
及
び
､
射
撃
の

一
般
的
興
隆
と
共
に
地
排

撃
も
漸
-
本
格
的
に
成
立
す
る
に
寅
っ
て
ゐ
る
｡
か
-

で
文
化
文
政
以
後
､
我
問

1
故
に
的
欄
た
る
地
排
撃
隆

盛
時
代
を
現
出
し
､
藩
に
西
洋
の
地
排
撃
堺
に
封
す
る

若
し
き
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
韮
服
し
て
地
相
撃
の
世
界

的
水
準
は
迄
近
づ
き
村
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
､
之
7P
il

に
長
崎
の
土
地
斉
温
床
と
し
て
育
生
せ
ら
れ
て
き
て
ゐ

た
近
世
地
排
撃
の
晋
芽
が
､
を
の
花
を
開
い
た
の
ほ
外

在
ら
軸
と
云
ふ
て
よ
い
で
あ
ら
う
｡
(

完
)

訊

①

鮎
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｡
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